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観光地におけるく歴史〉の役割

一一鎌倉を事例として－

局 岡文章＊

０．はじめに

鎌倉市はおよそ１７万人の人口を抱える郊外住宅都市であると同時に，年間約2,000万人の来訪者が

訪れる日本有数の観光地でもある。鎌倉の観光資源は寺社，旧跡、やぐら，切り通し，自然植物，海

岸，マリンスポーツなど様々であるが，なかでも歴史的な観光スポットの人気は突出している。また観

光ガイドブックにおいても鎌倉が「古都」「歴史都市」であることが強調されている。本研究は，鎌倉に

おいてく歴史〉が果たす役割について考察を行った。歴史という語は通常，時間的な連続性を有し，特

定の時間軸上にプロットされるものを指す。しかしここではそのような歴史学的な用法とは対照的に，

あくまでも観光対象としてまなざされ消費される過去・伝統・昔。古さなどの総称としてく歴史〉とい

う語を用いている。

本研究は（１）鎌倉という地域がく歴史的な場所〉と見なされるようになるプロセスをたどり，（２）現

在の鎌倉において〈歴史＞がどのように機能し，把握され、変容しているのかを明らかにする，という

二つの作業を通じて，鎌倉におけるく歴史〉の役割，および鎌倉の観光実態を多角的に探究することを

目指した。

1．〈歴史化＞のプロセス

鎌倉は京都や奈良と並んで古都と呼ばれ，日本屈指の歴史的な観光地とされている。鎌倉の〈歴史性〉

や「古さ」は，まず鎌倉時代や中世を連想させるその地名によって正当化されており，また古都保存法

によって法制化されている。しかし現在の鎌倉には鎌倉時代の遺構はほとんど存在しない。現存する最

古の建築物は円覚寺舎利殿だがその創建年代は室町前期とされており，それ以外の多くの寺社建築は主

に江戸期から明治期にかけて再建/創建されたものである。鎌倉は内部/外部の多様なまなざしによって

〈歴史化〉されてきたのである。

そこでまずは明治期以降の鎌倉の歴史を辿ることにより．鎌倉が〈古都〉〈歴史都市〉と見なされるよ

うになるプロセスを明らかにすることを試みた。明治初期の鎌倉はさびれた農漁村であったが，東海道

線や横須賀線の開通を主な契機として，結核療養地・保養地・別荘地として繁栄するようになった。特

に関東大震災後は郊外化の拡大に伴って郊外住宅地として整備が進んだ。

このように明治期の鎌倉が〈歴史的な場所〉ではなかったという事実はいくつかの先行研究がすでに
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明らかにしてきた。他方，そのような場所がどのようなプロセスで〈歴史化〉されてきたのかを探究す

る試みについて豊富な蓄積があるとは言えない。本研究では１９６０年代におこった御谷騒動（鎌倉の心

臓部とも言うべき鶴岡八幡宮の裏山の宅造計画に対する住民の反対運動）に焦点をあて，〈歴史〉がどの

ようなプロセスで意味を持つようになったのかを詳細に検討した。資料としては運動の当事者の回顧録

や陳情書，地元で発行された雑誌などを用い，当時の人々の意識をそこに読み取ろうとした。

以上の作業を通じて，連動の根拠が当初の「住民の生活」からしだいに「貴重な自然環境」へと，そ

して後に〈歴史〉へと移行していったことが確認された。つまり，運動を持続し進展させるための手段

として〈歴史〉が動員されたのである。運動は，京都や奈良で同時並行的に起こっていた開発反対運動

と連動し，全国的な関心を呼び，結果的に古都保存法の制定へと結実した。

２．せめぎ合うぐ歴史＞

鎌倉の〈歴史＞について問うとき，それがどのように構築/構成されてきたかを明らかにするだけでは

なく，それが実際にどのようにまなざされ，変容し，再編成されるのかを具体的に考察する必要がある

だろう。本研究では鎌倉の〈歴史〉の現在についても解明を試みた。その際，住民や来訪者に対するア

ンケート資料や，鎌倉市の行政資料などを資料として用いた。

観光調査からは来訪者の半数以上が鎌倉に〈歴史〉を求めていることが認められたが，他方，住民調

査からはく歴史＞と並んで自然環境が重視されていることが明らかになった。この傾向は居住地選択の

動機に関する調査において特に顕著であった．つまり〈歴史〉は「内からのまなざし」よりは「外から

のまなざし」との間に高い相関性を示していることが認められた。

鎌倉市による総合計画を検討すると，そこで描かれるく歴史〉が「中世」や「鎌倉時代」へと一元化

されていることが認められた。他方，観光計画における〈歴史〉は縄文，鎌倉，江戸，明治，大正，昭

和などきわめて多様であることが明らかとなった。つまり観光政策において鎌倉は「多様な時代の史跡

を各所に残す多様な魅力を持つ都市」と把握されていることがわかった。同様の傾向は観光協会による

インターネットサイトでも確認された。鎌倉市内には必ずしも「鎌倉時代」や「中世」と関連しない観

光スポットが散在しており，来訪者の目をこのような場所にも向けさせるためと考えられる。

それに対し観光施設の入場者数データからは，多様なく歴史〉を調う自治体や観光協会の思惑とは裏

腹に，来訪者のまなざしは「鎌倉時代」「中世」というく歴史〉に向けられていることが明らかとなった。

これらの作業を通じて，鎌倉の〈歴史〉の内実は極めて多様かつ不確かで，それを定義するアクター

や定義される状況によって異なっていること，および，〈歴史＞は多様で不確かでありながらも、観光資

源や行政の政策対象としてきわめて重要な位置を占めており，同時に住民にとっては地域アイデンティ

ティの根拠であること，以上二点が明らかになった。

３．付記

本研究の成果は以下の学会にて報告された。

。「<歴史〉の空間的配置一｢古都』鎌倉の寺社観光を事例として」CulturalTyphoon2003シンポジ

ウム（於：早稲田大学）２００３年６月２９日（口頭発表)．

。「近代鎌倉における『鎌倉らしさ」の構築一一鎌倉の<歴史〉とツーリストのまなざし」第７６日本社

会学会大会（於：中央大学）２００３年１０月１２日（口頭発表)．
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また，本研究をもとに学位請求論文の執筆を予定している。
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近代日本における兵役拒否・兵役忌避・徴兵逃れ祈願

上真 理子＊

１．はじめにＣＯが提起する問題

第一次世界大戦中，イギリスには約16,000人の良心的兵役拒否者(ＣＯ＝conscientiousobjector)が

存在した。ＣＯたちの拒否の動機・手段・程度（さらには，彼らに対する軍および政府の対応）は一様で

はなかったが，いずれの場合においても，彼らを兵役拒否(ＣＯ＝conscientiousobjection）という行為

に駆り立てたのは次のような信念であった。「徴兵制度はすべての良心の自由を否認することによって

初めて維持されるものであり，したがってまたいかなる人に対しても自分の生命を差出す際に自由に判

断を下す権利を認めなかったり，人殺しをおかすように強いたりすることは，国家の正当な権限の及ぶ

ところではない」（ポウルトンｐｐ,293-294,1919年，ＮＣＦ全国委員会の決議文より)．

ＣＯ(conscientiousobjection)の本来の意味は，「良心にもとづいて，例えば国家権力などからする強

制的な服従要求を拒否すること」（日本友和会ｐ､１１）であり，種痘の拒否の場合にも使われたが，強制徴

兵制が広く布かれるようになってからは，良心的兵役拒否を意味するようになった。ＣＯ(conscientious

objector)たちは．徴兵制は国がその構成員である国民に“人を殺す”義務を強制的に課すことと捉え，

個人の良心を無視してまでも服従を強制する国の権利を否定する。彼らは、個人の内面に対して国が干

渉することを断固として拒絶し，国民に暴力行為を強制する国の権利を否定した。この意味でＣＯは近

代国家における個人と国（権力）の緊張関係を鮮やかに描き出す。

明治維新以降，徴兵により支えられた軍隊は，国民統合の重要な手段として，また，海外への拡張の


